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雲
ひ
と
つ
な
く
晴
れ
渡
っ
た
、

ま
さ
に
五
月
晴
れ
の
４
月
27
日

朝
。
私
を
支
持
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
や
、
役
場
全
職
員
に
正
面

玄
関
前
で
迎
え
ら
れ
初
登
庁
を
い

た
し
ま
し
た
。

２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
は
支

持
者
の
代
表
の
皆
さ
ん
や
全
課

長
・
室
長
出
席
の
も
と
、
町
長
就

任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
教

育
長
よ
り
職
員
を
代
表
し
て
歓
迎

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め

て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
心
引
き

し
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。ま

ず
は
、
町
長
に
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
町
民
の
皆
さ
ま
に
心
か

ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
選
挙
戦

を
通
じ
て
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
力

強
い
激
励
と
温
か
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
反
面
、
数

多
く
の
ご
批
判
も
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
声
を
肝
に
銘

じ
な
が
ら
町
民
福
祉
の
向
上
と
町

石
関
町
長
初
登
庁

石
関
町
長
初
登
庁

新
し
い
町
政
が
ス
タ
ー
ト

新
し
い
町
政
が
ス
タ
ー
ト

石
関
町
長
初
登
庁

石
関
町
長
初
登
庁

新
し
い
町
政
が
ス
タ
ー
ト

新
し
い
町
政
が
ス
タ
ー
ト

石
関
町
長
初
登
庁

新
し
い
町
政
が
ス
タ
ー
ト

の
発
展
の
た
め
に
、
吉
岡
町
議
員

と
し
て
培
っ
た
12
年
間
を
土
台
に

全
力
投
球
す
る
こ
と
を
決
意
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

選
挙
戦
で
も
訴
え
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る

こ
と
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
リ
バ
ー
ト

ピ
ア
吉
岡
の
プ
ー
ル
再
開
の
問

題
、
ま
た
前
橋
渋
川
バ
イ
パ
ス
周

辺
の
道
の
駅
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
実
現
に
向
け
て
一
つ
ひ
と
つ

地
道
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
住
ん
で
み
た
い
町
・
住
み
つ

づ
け
た
い
町
」
こ
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
が
私
の
念
願
で
あ
り
ま

す
。
議
員
の
皆
さ
ん
と
も
相
談
し

な
が
ら
、
今
後
の
吉
岡
町
の
将
来

設
計
の
た
め
に
粉
骨
砕
身
努
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ吉

岡
町
長
　
石
関
　
昭

▲大勢の支援者に迎えられ初登庁
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こ
の
度
、
５
月
10
日
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
議
員
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

吉
岡
町
議
会
は
、
議
員
定
数
を
20
人
か
ら

16
人
に
削
減
し
初
め
て
の
改
選
で
し
た
。
町

も
厳
し
い
予
算
の
中
で
す
が
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
Ｉ

Ｃ
ア
ク
セ
ス
道
、
高
・
渋
バ
イ
パ
ス
、
前
・

渋
バ
イ
パ
ス
関
連
の
事
業
、
道
の
駅
、
明
小

プ
ー
ル
、
吉
中
体
育
館
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で

は
、
20
年
４
月
か
ら
始
ま
る
自
治
会
制
度
、

福
祉
高
齢
化
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

吉
岡
町
も
人
口
が
増
加
し
、
都
市
化
が
進

み
ま
す
が
、「
行
政
と
議
会
」
一
体
と
な
り

両
輪
の
ご
と
く
町
政
発
展
に
一
生
懸
命
努
力

し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
岡
町
民
が
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り

が
一
番
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
議
員
16
名
で

町
民
付
託
に
答
え
る
べ
く
頑
張
る
所
存
で

す
。
今
後
も
町
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

議
会
議
長
あ
い
さ
つ

議
長
　
栗
田
　
政
行

統一地方選挙による吉岡町議会議員選挙の告示が４月17日に行われました。立候補者が議員
定数と同数だったため16名全員の無投票当選が決まりました。
５月10日、改選後初の臨時議会が招集され、正副議長･常任委員会の構成が決まり、議会活

動がスタートしました。

　委員会の内容�▼
�

常
任
委
員
会

�

特
別
委
員
会

�

総務常任委員会�

文教厚生常任委員会�

産業建設常任委員会�

町政一般、企画、庶務等、他の委員
会に属さない事項に関する事務の調
査および議案、請願、陳情などの審
査を行います。�

教育、保健衛生および社会福祉に関
する事務の調査および議案、請願、
陳情などの審査を行います。�

産業、経済、土木、建築および上下
水道に関する事務の調査および議案、
請願、陳情等の審査を行います。�

議会広報特別委員会�

町議会の審議内容や議会活動を住民
に知らせ、より親しまれる広報紙づく
りを目指すため６人で構成されていま
す。�

インター及び周辺整備
推進特別委員会�

町および周辺地域の産業や観光など
の活力ある発展のため、関越自動車
道インターチェンジの設置並びに幹
線道路の周辺整備を促進することを
目的に６人で構成されています。�



　限られた財源の中でいかに住民の
ニーズにあった行政サービスの提供
ができるかを、皆さまとともに知恵を
出し合いながら考えてまいります。�
　皆さまの負託に応えられるよう、
誠心誠意、私に与えられた職責を全
うしたいと思います。�

総務常任委員会�

 坂田　一広（下野田）�

　町民の声なき声に細心の注意をは
らい、福祉・教育の充実、吉岡町の
発展と、住んでいる人たちが今後も
安心して住み続けられる町づくりの
ために、町民皆さまとの対話を大切
にし、全力で議会活動に取り組む決
意です。�

文教厚生常任委員会�

 小池　春雄（上野田）�

　時代の流れを見極め、それに対処
する行政を目指し、安心・安全・快
適な町づくりを推進します。�
　皆さま方から、色々なご意見、要
望をお聞きしながら「地域の声を町
政にとどける」良きパイプ役として、
責務を果たす所存です。�

文教厚生常任委員会�

 岸　祐次（南下）�

　より住みよい町づくりのために、
皆さんとたくさんお話をしたいです。
そして、女性の目線を大切にしなが
ら、一生懸命やっていきたいと思っ
ています。４年間よろしくお願いい
たします。�

総務常任委員会�

 長　光子（漆原）�

住み良い町、吉岡�
１年生議員のため、皆さまのご指導
よろしくお願いします。教育、高齢
者の福祉、子育て支援、事業福祉の
さらなる発展を願っています。現在
進行中の都市基盤整備促進に向け活
動致したく、考えております。�

産業建設常任委員会�

 近藤　保（漆原）�

　活力ある地域づくりを目指し、町
民の皆さんのご意見をお聞きし、福
祉事業の充実・学校教育の整備そし
て、地域環境整備等の達成に向け力
を注ぎ、「住みよい町づくり」に取
り組んでいきたいと思います。�

文教厚生常任委員会�

 田中　俊之（大久保）�
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　財政状況の厳しい中、難問が山積
しておりますが、ゆとり・うるおい
・やすらぎのある町そして活力に満
ちた豊かな町づくりを、皆さんの声
を拝聴しながら勉強をさせていただ
き、その声を町政に反映させたいと
思っております。�

産業建設常任委員会�

 小林　一喜（小倉）�

　50年間の警察および民間共済組
合の勤務経験や、県内数市と東京で
の転居生活経験などを生かし、住民
皆さんの声を汲んで「安全・安心・
住みよい町づくり」のため、微力な
がら最善の努力を尽して参りたいと
考えております。�

産業建設常任委員会�

 神宮　隆（下野田）�

　今の社会は、先人達の労苦があっ
たからこそで感謝の一言です。「思
いやる心と温かな社会の形成そして
安全な町」を目指したい。財政をは
じめ難問山積であるが町民の確かな
声を聞き生かし、夢と希望のある町
づくりに邁進したい。�

産業建設常任委員会�

 齋木　輝彦（上野田）�

　駒寄スマートIC周辺整備や、高
渋バイパス・前渋バイパス工事など
生活環境の変化、人口増など発展著
しい吉岡町ですが、町政とのパイプ
役として、安全・安心・住みよい町
づくりと町政発展のため、全力で取
り組む所存です。�

文教厚生常任委員会�

 佐藤　眞一（大久保）�

　「2015年問題」は超高齢社会到
来年。高齢者医療と介護の費用は若
人の５倍かかる。未曾有の大問題に
備えて、行政改革と新時代に即応す
る施策を力強く推進し、「こどもた
ちに夢と希望の未来を」目指して邁
進する所存です。�

文教厚生常任委員会�

 福田　敏夫（陣場）�

　これからの町づくりは、皆さんと
の協働・参画の時代です。�
　依然として、厳しい財政状況が続
いていますけれど、皆さんと共に、
夢と希望のもてる、住みよい町づく
りをしたいと考えています。�
�

総務常任委員会�

 宿谷　忍（大久保）�

　この度の選挙で、議員としての席
を得ることができました栗原です。�
　町の重要課題のひとつである駒寄
PAスマートICの周辺整備事業が、
私の地元に大きく関連しますので、
地元議員としての職責を果たしたい
と思います。�

産業建設常任委員会�

 栗原　近儀（大久保）�

　今回の町議選におきましては、大
変お世話になりました。初心に帰り
町民、町議会活性化のため、誠心誠
意頑張りますので、ご支援ご協力の
程よろしくお願いします。�

副議長・総務常任委員会�

 岩　　幸夫（北下）�

　全国的にも珍しい人口増で栄える
町、吉岡。教育・福祉・住環境整備に
と住みたい町吉岡、住んでよかった町
吉岡を目指します。�
　瀬戸内寂聴さんの言葉の内に「忘己
利他」とあります。町地域の人達のた
めになお一層努力を重ねてゆきたいと
思います。�

総務常任委員会�

 南雲　粗雄（大久保）�
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（億円）� 02468101214161820

1,731,560千円�
1,812,803千円（104.7%） �
  
   240,889千円�
   213,829千円（88.8%） �
  
   129,959千円�
   137,382千円（105.7%） �
  
     61,963千円�
     64,453千円（104.0%） �
  
     49,842千円�
     49,842千円（100.0%） �
  
   988,926千円�
1,016,265千円（102.8%） �
  
   134,680千円�
   120,438千円（89.4%） �
  
   643,907千円�
   231,693千円（36.0%） �
  
   239,591千円�
   173,300千円（72.3%） �
  

   309,282千円�
   309,282千円（100.0%） �
  

   130,289千円�
   133,326千円（102.3%） �
  

   334,200千円�
   241,500千円（72.3%） �
  

   239,093千円�
   600,000千円（250.9%） �
  

予 算 額　52億34,181千円�

収入済額　51億  4,113千円�

　　　　　（収入率　97.5％）�

町民の皆さんから納めていただく町民�
税や固定資産税などです�

国税から町に譲与されます�

自動車取得税収入の町への交付分です�

地方消費税収入の町への交付分です�

特定の事業による受益者から納めてい�
ただきます�

特定の事業に対して国から支出されま�
す�

特定の事業に対して県から支出されま�
す�

他の会計や基金から繰り入れます�

前年度の剰余金を今年度へ繰り越しま�
す�

社会資本などの整備のため国や金融機�
関などから借り入れます�

その他、諸収入などをまとめました�

町　　　税�

地方譲与税�
�
地方消費税�
交　付　金�
自動車取得�
税 交 付 金�

恒久減税による税収の減額に応じて国�
から交付されます�

地 方 特 例�
交　付　金�

市町村の行政水準に応じて国から交付�
されます�地方交付税�

分担金および�
負　担　金�

国庫支出金�

県 支 出 金�

繰　入　金�

繰　越　金�

町　　　債�
�
そ　の　他�

学校給食事業�

公共下水道事業�

国 民 健 康 �
保 険 事 業 �

農 業 集 落 �
排 水 事 業 �

住宅新築資金等�
貸 付 事 業�

老人保健事業�

介護保険事業�

予 算 額�

収入済額�

支出済額�

�

（収入率)�

（支出率）�

0 2 4�

�

6�

�

8�

�

10 12 14 16

     90,874千円�
     81,429千円（89.6％）�
     82,833千円（91.2％）�

   482,071千円�
   321,669千円（66.7％）�
   371,479千円（77.1％）�

1,590,517千円�
1,295,876千円（81.5％）�
1,422,946千円（89.5％）�

   361,918千円�
   156,778千円（43.3％）�
   243,249千円（67.2％）�

     13,787千円�
       7,240千円（52.5％）�
       6,920千円（50.2％）�

1,376,132千円�
1,210,203千円（87.9％）�
1,164,918千円（84.7％）�

   672,099千円�
   554,212千円（82.5％）�
   576,135千円（85.7％）�

（億円）�

明るく住みよい町づくりを進めていくために、平成18年度 一般会計当初

予算は50億2,400万円でスタートしました。その後、より充実した町づく

りを進めるために４回の補正を行い、予算総額は52億3,418万１千円にな

りました。今回は、平成18年度下半期(10月～３月)の予算執行状況を、特

別会計・水道事業会計とともにお知らせします。

一般会計の予算に対する執行状況は、収入済額が51億411万３千円(収入

率97.5％)で支出済額は41億7,973万２千円(支出率79.9％)です。

一般会計、特別会計の数字は５月31日まで出納整理期間があるため決算

額とは異なります。
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議会の活動に使われます�

子どもやお年寄り、体の不自由な�
人のための施策に使われます�

一般管理経費、徴税費、戸籍事務�
費などに使われます�

健康を守るためやごみの処理など�
に使われます�

勤労者のための施策に使われます�

農林業の振興などに使われます�

商工業の発展、観光振興などに使�
われます�

借り入れたお金の返済に使われま�
す�

諸支出金および予備費をまとめま�
した�

消防防災活動に使われます�

道路、河川、公園などの土木事業�
に使われます�

小中学校や生涯学習活動などに使�
われます�

災害によって生じた被害の復旧の�
ために使われます�

議　会　費�

総　務　費�

民　生　費�

衛　生　費�

労　働　費�

農林水産業費�

商　工　費�

土　木　費�

消　防　費�

教　育　費�

災害復旧費�

公　債　費�

そ　の　他�

0 2 4 6 8 141210 （億円）�

     91,477千円�
     90,793千円（99.3％）�

   834,479千円�
   749,110千円（89.8％）�

1,223,249千円  �
1,018,041千円（83.2％）�

   829,880千円�
   539,035千円（65.0％）�

     23,981千円�
     22,629千円（94.4％）�

   205,276千円�
   118,358千円（57.7％）�

     28,107千円�
     19,818千円（70.5％）�

　　　　          804,890千円�
   552,842千円（68.7％）�

   279,798千円�
   272,457千円（97.4％）�

   565,347千円�
   490,403千円（86.7％）�

            15千円�
             　 0円（0.0％）�

   338,103千円�
   306,246千円（90.6％）�

       9,579千円�
              　0円（0.0％）�

予 算 額　52億34,181千円�

支出済額　41億79,732千円�

　　　　　（支出率　79.9％）�

�

収益的収入�

収益的支出�

0 1 2 3 4（億円）� （億円）�

資本的収入�

資本的支出�

0 1 2 3 4 5

※予算額で収入が支出に対して不足する額は、消費税・地方�
　消費税資本的収支調整額および過年度損益勘定留保資金な�
　どで補てんする予定です。�

水道事業の営業活動による収入（水道料金・加入�
金など）と支出です。�

水道施設の拡張、整備などに使うお金と、その財源や借�
入金返済です。�

収益的収入・支出� 資本的収入・支出�

367,665千円�
366,423千円（99.7％）�

359,161千円�
237,630千円（66.2％）�

予 算 額�
収入済額�

予 算 額�
支出済額�

予 算 額�
収入済額�

予 算 額�
支出済額�

163,701千円�
163,700千円（100.0％）�

310,470千円�
264,926千円（85.3％）�



退
任
の
あ
い
さ
つ

前
消
防
団
長
　
桑
原
　
良
樹

こ
の
度
、
任
期
満
了
と
な
り
消
防

団
長
な
ら
び
に
消
防
団
を
退
団
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
在
任
中
は
行

政
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

消
防
団
員
、
消
防
協
力
員
の
皆
さ
ま

に
は
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。近

年
吉
岡
町
で
は
、
人
口
の
増
加

に
よ
る
火
災
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
火
災
原
因
な
ど
が

多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
有

事
に
そ
な
え
火
災
の
予
防
、
訓
練
の

団
長
就
任
の
挨
拶

消
防
団
長
　
原
澤
　
隆

こ
の
度
、
吉
岡
町
消
防
団
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
原
澤
隆
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
消
防
団
活
動
に
対
し
ご
理

解
、
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
事

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
吉
岡
町
の
人
口
は
１
８
’０

０
０
人
を
超
え
、
東
部
地
域
で
は
上

毛
大
橋
、
吉
岡
バ
イ
パ
ス
の
開
通
な

ど
で
大
型
商
業
施
設
が
多
数
出
店
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
所
で
災
害

が
発
生
す
る
と
大
規
模
と
な
る
お
そ

８2007.６

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
西
部
地
域

は
山
間
部
で
あ
り
、
山
林
火
災
が
発

生
す
る
と
地
形
や
水
利
確
保
の
難
し

さ
か
ら
消
火
活
動
は
大
変
困
難
な
も

の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

吉
岡
町
消
防
団
と
し
て
は
以
上
の

こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
ま
ず
は

「
吉
岡
町
か
ら
災
害
を
出
さ
な
い
。

も
し
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合

は
こ
れ
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
」

を
目
標
と
し
て
訓
練
を
行
い
、
渋
川

広
域
消
防
と
の
連
携
を
深
め
行
政
と

も
協
力
し
あ
い
な
が
ら
安
心
、
安
全

な
町
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

強
化
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
団
員
の

高
齢
化
、
団
員
不
足
な
ど
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
新
任
団
員
の

入
団
に
関
し
ま
し
て
は
、
町
民
皆
さ

ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
私
自
身
、
消
防
団
に
入

団
し
て
悩
み
や
後
悔
な
ど
色
々
と
あ

り
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と

人
生
に
残
る
思
い
出
を
い
た
だ
き
、

入
団
し
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い

ま
す
。

吉
岡
町
消
防
団
の
今
後
の
活
躍
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
吉
岡
町
の
安

全
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

顧問
桑原　良樹さん

後任副団長
福田　広和さん

先任副団長
原沢　孝弘さん

団長
原澤　隆さん



下

水

下
水
道
排
水
設
備
工
事

つ
な
ぎ
こ
み
は
町
指
定
工
事
店
で

下
水
道
工
事(

公
共
下
水
道
･
農

業
集
落
排
水)

の
本
管
工
事
が
完
了

し
供
用
を
開
始
し
た
地
域
は
、
町
の

指
定
工
事
店
で
下
水
道
の
つ
な
ぎ
こ

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
で
は
接

続
工
事
の
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
下
水
道
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
５
０
７
）

本
町
の
汚
水
処
理
は
、
公
共
下
水

道
に
つ
い
て
は
玉
村
町
の
県
央
水
質

浄
化
セ
ン
タ
ー
、
農
業
集
落
排
水
は

各
地
区
の
処
理
場
で
処
理
し
て
い
ま

す
。降

雨
時
の
処
理
場
に
は
、
雨
水
の

混
入
し
た
汚
水
が
大
量
に
流
れ
込

み
、
処
理
場
の
機
能
を
損
な
う
事
態

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。下
水
道
管
は
、

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
と
も

に
汚
水
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
絶
対
に
雨
ど
い
な
ど
か
ら
の
雨

水
を
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
下
水
道
室
　

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
５
０
７
）

平成19年5月1日現在

吉岡町下水道排水設備工事指定工事店
工 事 店 名 所在地 電 話

大澤設備株式会社 北 下 54－2961 (有)目崎設備 前橋市 027－252－2752
(有)植木工業 前橋市 027－251－9752
塩原建設(株) 前橋市 027－231－5377
(株)シモダ設備工業 前橋市 027－261－0578
(有)大協住販 前橋市 027－260－6555
福島工業(株) 前橋市 027－251－6672
(有)大家設備 前橋市 027－234－3888

(有)三栄設備 前橋市 027－224－4897
(有)榮光設備工業 前橋市 027－232－5785
(株)三国 前橋市 027－267－0019
有限会社 磯田興業 前橋市 027－265－3309
宮地管工株式会社 前橋市 027－224－2362
(有)シンセイ舎 前橋市 027－260－1556
(株)小熊工業 前橋市 027－261－1229
東栄電工株式会社 高崎市 027－362－5836
角田土建工業(株) 高崎市 027－343－2064
(株)アクア 高崎市 027－353－1012
高崎施設工業株式会社 高崎市 027－322－2198
(有)須田ホームサービス 高崎市 027－373－4156

(有)ケイ・アイ・エヌ 高崎市 027－328－5287
工藤管工(株) 高崎市 027－373－0003
(株)松本工業 高崎市 027－373－7019
(株)コイケ 高崎市 027－373－7576
(有)戸塚工業所 高崎市 027－373－2752
(株)栗原組 高崎市 027－372－6112
福島電気 高崎市 027－371－4436
(株)フェニックス 高崎市 027－322－1000
荻原設備(株) 高崎市 027－322－2281
合資会社 貝沢設備工業 高崎市 027－362－3723
(有)富沢設備 高崎市 027－343－1622
(株)小川設備 沼田市 0278－23－0507
津久井設備 沼田市 0278－24－9938
戸沢水道設備 藤岡市 0274－42－2093
松井興業株式会社 富岡市 027－350－1130
吉田設備 甘楽市 0274－74－3478
井沢電機 甘楽市 0274－74－9543
サンエツ設備 吉井町 027－387－7732
(有)ミヤタ総合設備 沼田市 0278－23－1040
五常工業(株) 玉村町 0270－64－5111
(有)アペックス 安中市 027－380－2235
大協ハウス(有) 富士見村 027－288－4004

つちや設備 高崎市 027－362－1052
(株)アリマ設備工業 高崎市 027－361－8231
ヨシダ設備興業(株) 高崎市 027－361－1030

高橋水道設備 前橋市 027－264－0339

中澤商事株式会社 下野田 54－2821
株式会社小谷野商事 下野田 54－3945
栄和設備株式会社 漆 原 54－4060
有限会社吉岡水道 下野田 54－7567
株式会社飯塚組 大久保 54－2766
株式会社大井組 北 下 54－2627
勝野建設株式会社 下野田 54－3551
高橋設備工業有限会社 下野田 54－4016
不二設備 大久保 54－3023
株式会社木之内設備 上野田 54－6636
株式会社カナザワ 下野田 54－2897
株式会社原沢組 上野田 54－2836
森喜建設株式会社 上野田 54－3236
有限会社富士エンジニアリング 上野田 55－5855
板東建設有限会社 大久保 54－3982
福島建築設備 小 倉 54－2324
ケービック 下野田 55－1270
(株)松藤 下野田 54－3024
ぐん・せい建商株式会社 榛東村 54－5685
株式会社榎本鉄工所 榛東村 54－3006
(株)タナカ設備工事 榛東村 54－2812
(有)小林水道工事店 榛東村 54－3045
細野水道設備 榛東村 54－7934
清水水道 榛東村 54－5725
有限会社三原冷熱サービス 渋川市 22－0430
(有)北毛空調サービス 渋川市 23－7982
アサヒ住設(有) 渋川市 20－1500
石原工業(株) 渋川市 24－7111
小林工事(株) 渋川市 23－0858
群馬水道サービス 渋川市 24－5230
加藤土建(株) 渋川市 22－2151
協同工業(有) 渋川市 22－1359
(株)サン設備工業 渋川市 23－3361
(株)大久保組 渋川市 23－3852
(株)セントラル設備 渋川市 23－5561
(有)佐藤設備 渋川市 59－2452

(有)マサオ設備工業 渋川市 52－3179
(有)狩野工業 渋川市 23－9412
日幸工業(株) 渋川市 52－3854
(有)新和設備 渋川市 72－4761
三喜屋設備 渋川市 56－2129
相川興業 渋川市 23－4680
大場工業(株) 前橋市 027－251－3686

石田設備 渋川市 52－2817

工 事 店 名 所在地 電 話
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町
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
一
層
の

充
実
を
め
ざ
し
て
、
経
済
的
理
由
か

ら
幼
稚
園
の
保
育
料
な
ど
の
支
出
割

合
が
大
き
い
家
庭
を
対
象
に
、
そ
の

軽
減
を
図
る
た
め
保
育
料
の
減
免
を

行
っ
て
い
ま
す
。

保

育

幼
稚
園
児
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

詳
し
く
は
、
現
在
通
園
し
て
い
る

幼
稚
園
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教

育
室
　
牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
５

９
３)

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当

現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
審
査
し
、
引
き
続
き
児

童
手
当
を
受
給
で
き
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
提
出
が
な
い
と
、
６
月
以
降

の
手
当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
18
年
度
ま
で
該
当
者
へ
郵

送
し
て
い
た
現
況
届
の
用
紙
は
、
今

年
度
よ
り
役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

の
窓
口
に
て
、
直
接
お
渡
し
い
た
し

ま
す
。
６
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
を
郵

送
い
た
し
ま
す
の
で
、
受
給
者
の
人

は
、
必
要
な
も
の
を
確
認
持
参
の
う

え
、
役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室
ま
で

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
現
況
届
に
必
要
な
も
の

・
平
成
19
年
度
児
童
手
当
現
況
届
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

・
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証

等
の
写
し[

受
給
者
が
被
用
者(

サ
ラ

リ
ー
マ
ン
等)

で
あ
る
場
合
﹈

※
16
年
度
よ
り
、
年
金
加
入
証
明
は

原
則
的
に
不
要
と
な
り
ま
し
た
が
、

児

童

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
へ

６
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

一
部
必
要
な
方
も
い
ま
す
。

・
今
年
の
１
月
１
日
以
降
に
吉
岡
町

に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の

市
区
町
村
が
発
行
す
る
19
年
度
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書

・
児
童
が
他
市
町
村
に
居
住
し
て
い

る
場
合
は
、
児
童
を
含
め
た
そ
の
世

帯
全
員
の
住
民
票

・
外
国
籍
の
方
は
、
受
給
者
と
児
童

全
員
の
外
国
人
登
録
証
及
び
パ
ス
ポ

ー
ト

・
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す

る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福

祉
室
　
牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１

５
３
）

国
保
被
保
険
者
の
健
康
を
よ
り
増

進
す
る
た
め
に
医
療
機
関
が
行
っ
て

い
る
人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
受
診
を
勧

め
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
は
も

と
よ
り
健
康
管
理
に
役
立
つ
よ
う
受

診
者
が
負
担
す
る
健
診
料
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者

◆
健
診
日
現
在
、
吉
岡
町
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
の
人
。

◆
健
診
日
現
在
、
満
30
歳
以
上
の
人
。

◆
同
一
年
度
内
に
各
種
健
康
診
断
を

受
診
さ
れ
て
な
い
人
。

◆
国
保
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
人
。

健
診
場
所

人
間
ド
ッ
ク
を
行
っ
て

い
る
医
療
機
関
な
ら
、
ど
こ
で
も
受

診
で
き
ま
す
。

医
療
機
関
へ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

国

保

国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
助
成

申
請
方
法

国
保
担
当
窓
口
に
人
間

ド
ッ
ク
利
用
申
込
書
を
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
額

補
助
金
の
額
は
、
健
診
料

の
額
と
し
ま
す
が
、
そ
の
額
が
２
万

円
を
超
え
る
と
き
は
、
２
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

※
健
診
が
終
了
し
ま
し
た
ら
、
領
収

書
を
添
え
て
国
保
担
当
窓
口
へ
補
助

金
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
保

険
室
　
牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１

５
６
）
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年

金

制
度
改
正

平
成
19
年
４
月
の
改
正
内
容

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
離
婚

し
た
場
合
、
婚
姻
期
間
の
厚
生
（
共

済
）
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
を
、

夫
婦
の
合
意
で
分
割
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
（
離
婚
か
ら
原
則
２

年
以
内
）

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
有
す

る
人
で
、
66
歳
に
達
す
る
前
に
老
齢

厚
生
年
金
の
請
求
を
し
て
い
な
け
れ

ば
、
支
給
を
繰
り
下
げ
て
受
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
繰
り
下
げ

る
こ
と
に
よ
り
年
金
は
増
額
さ
れ
ま

す
。な

お
、
申
し
出
が
で
き
る
の
は
、

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
65
歳
以

降
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方
で
す
。

一
定
以
上
の
収
入
が
あ
る
70
歳
以

上
の
在
職
者
に
も
「
在
職
老
齢
年
金

制
度
」
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

募

集

子
育
て
経
験
の
あ
る
人
へ

学
童
保
育
所
臨
時
職
員
の
募
集

小
学
校
が
夏
休
み
の
期
間
中
、
学

童
保
育
所(

町
内
３
ヵ
所)

に
勤
務
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務
内
容

学
童
保
育
所
に
お
け

る
夏
休
み
の
児
童
の
保
育

▼
勤
務
時
間

１
日
３
〜
５
時
間
程

度▼
賃
金

町
の
規
定
に
よ
る

▼
応
募
資
格

子
育
て
の
経
験
の
あ

る
人

▼
募
集
人
数

各
学
童
と
も
若
干
名

▼
そ
の
他
の
募
集

夏
休
み
の
期
間

に
限
ら
ず
、
職
員
が
欠
勤
し
た
場
合

に
代
わ
り
に
出
勤
し
て
い
た
だ
け
る

人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福

祉
室
　
牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１

５
３)

夫
死
亡
時
に
40
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

中
高
齢
の
加
算
が
65
歳
に
な
る
ま
で

加
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
19
年
４
月
１
日
に
す

で
に
65
歳
以
上
で
あ
る
遺
族
厚
生
年

金
の
受
給
権
を
有
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

年
金
受
給
権
者
が
、
自
ら
の
申
し

出
に
よ
り
、
年
金
給
付
の
全
額
を
支

給
停
止
と
す
る
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

年
金
の
支
給
の
再
開
は
、
自
ら
の

意
思
に
よ
り
将
来
に
向
か
っ
て
い
つ

で
も
可
能
で
す
。

な
お
、繰
下
げ
制
度
と
は
異
な
り
、

停
止
期
間
に
応
じ
た
増
額
は
あ
り
ま

せ
ん
。

支
給
停
止
及
び
支
給
停
止
の
解
除

の
申
し
出
は
、
直
接
社
会
保
険
事
務

所
に
て
受
付
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
支
給
要
件
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
す
。
詳
し
く
は
社
会
保
険
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.sia.

g
o
.jp

）
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
す
（
平
成
19
年
４
月
１
日
に
70
歳

以
上
の
方
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）。

な
お
、
該
当
者
の
厚
生
年
金
保
険

料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
65
歳
以
上
の
遺
族
厚
生
年
金
の
受

給
権
者
で
、
老
齢
厚
生
年
金
（
退
職

共
済
年
金
）
の
受
給
権
を
有
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
老
齢
厚
生
年
金

は
全
額
支
給
さ
れ
、
遺
族
厚
生
年
金

は
老
齢
厚
生
年
金（
退
職
共
済
年
金
）

に
相
当
す
る
額
の
支
給
が
停
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
子
の
い
な
い
30
歳
未
満
の
妻
へ
の

遺
族
厚
生
年
金
は
、
５
年
間
の
給
付

と
な
り
ま
す
。

◆
中
高
齢
寡
婦
加
算
の
支
給
対
象

が
、
夫
の
死
亡
時
に
「
35
歳
以
上
の

妻
」
か
ら
「
40
歳
以
上
の
妻
」
に
変

更
に
な
り
ま
す
。

※
中
高
齢
寡
婦
加
算
・
・
・
遺
族
厚

生
年
金
の
受
給
権
取
得
当
時
、
同
一

生
計
で
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で

の
間
に
あ
る
「
子
」（
障
害
者
は
20

歳
未
満
）
が
い
な
い
場
合
に
は
、
妻

に
遺
族
厚
生
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
こ
の
妻
に
対
し
て
は
、

離
婚
時
の

厚
生
年
金
の
分
割
制
度

65
歳
以
降
の
老
齢
厚
生
年
金
の

繰
下
げ
支
給
制
度

70
歳
以
上
の

在
職
老
齢
年
金
制
度

遺
族
厚
生
年
金
の
見
直
し

受
給
権
者
の
申
し
出
に
よ
る

支
給
停
止
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相

談

任
命
さ
れ
ま
し
た

自
衛
隊
員
募
集
相
談
員

平
成
19
年
５
月
９
日
付
け
で
、
松

岡
寿
治
さ
ん
（
漆
原
）
が
、
町
長
お

よ
び
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
長

か
ら
自
衛
隊
員
募
集
相
談
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

募
集
相
談
員
の
主
な
仕
事
は
、
常

日
ご
ろ
よ
り
、
と
り
わ
け
地
元
漆
原

地
区
の
人
脈
を
生
か
し
地
域
の
適
齢

者
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
自
衛
隊

募
集
広
報
事
務
に
関
す
る
活
動
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。.▲松岡寿治さん

交

通

平
成
19
年
秋

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
の
受
付

平
成
19
年
秋(

９
月)

の
優
良
自
動

車
運
転
者
表
彰
の
受
付
け
を
行
い
ま

す
。

▼
表
彰
基
準
　

【
銅
章
】
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
の
人

【
銀
章
】
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
で
銅
章
を
受
章
し
て
い
る
人

【
金
章
】
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
で
銀
章
を
受
章
し
て
い
る
人

【
金
冠
銀
章
】
20
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
で
金
章
を
受
章
し
て
い
る
人

【
金
冠
金
章
】
30
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
で
金
冠
銀
章
を
受
章
し
て
い

る
人

▼
対
象
者

渋
川
交
通
安
全
協
会
の

会
員
で
表
彰
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人

▼
申
込
期
間

【
役
場
受
付
】
６
月
１
日(

金)

〜
29

日(

金)

【
渋
川
交
通
安
全
協
会
受
付
】

７
月
10
日(

火)
ま
で

▼
必
要
書
類

印
鑑
、運
転
免
許
証
、

交
通
安
全
協
会
会
員
証
、
無
事
故
無

違
反
証
明
書
発
行
手
数
料
７
０
０
円

※
交
通
安
全
協
会
で
申
込
む
場
合
は

無
事
故
無
違
反
証
明
を
各
自
取
得

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生

活
環
境
室
　
牲
54
・
３
１
１
１(

内

線
１
４
４)
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今月の納税
住民税・・・・・・・１期
国民健康保険税・・・３期
介護保険料・・・・・３期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　７月２日(月)



地
域
の
行
事
や
珍
し
い
出
来
事
な
ど

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室
　
牲
54
・
３
１
１
１

明治小学校で全校児童を対象に、交通安全教室が開催
されました。渋川警察署、吉岡町交通指導員の皆さんの
指導のもと、横断歩道の渡り方（１年生）、ダミーによ
る衝突実験および大型車による巻き込み実験（２・３年
生）、自転車の正しい乗り方指導（４年生）などが行わ
れました。迫力ある衝突実験では、子どもたちはルール
を守ることの大切さを実感していました。

明小交通安全教室

自分を守る交通ルール

屋号看板に続いて「野田宿」入り口に案内板と由来書が設
置されました。今回も、図面の作成から看板の取り付けにい
たるまで、会のメンバーによる手作り作業が中心でした。
次は子どもたちに呼びかけての植栽作業を計画するなど、

「花の里山」をめざして会の活動は発展していくことでしょう。

上野田南町まちおこしの会

「案内板」と「由来書」が完成

平成19年度吉岡町婦人会の定期総会が開かれ、新役員が選
出されました。婦人会では、地域発展の担い手となるよう
様々な活動を予定しています。皆さんのご協力をお願いします。
平成19年度役員〈敬称略〉
【会長】福田英子(漆原)【副会長】高橋テル(下野田)・佐藤勝
子(大久保)【書記】萩原敏子(北下)【会計】斉藤てる(下野
田)・小野久子(大久保)

自ら学び社会に奉仕する団体として

婦人会総会で役員選出

駒寄小学校で春の遠足を行いました。３年生は、役場庁舎
や議場、文化センター、老人福祉センターなどの町内施設を
めぐりました。子ども達は熱心に見学をし、施設について多
くの質問がだされました。

町の魅力を再発見

春の遠足（駒寄小学校）
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〒370-3692

吉
岡
町
下
野
田
５
６
０�

吉
岡
町
教
育
委
員
会�

　
「
○
○
講
座
」
係
宛
�

応
募
者
住
所�

応
募
者
氏
名�

※何も記入しない�
　で下さい。�

往� 復�
・郵便番号�
・住所�
・氏名（ふりがな）�
・年齢（学年）�
・電話番号�
・その他�
※該当講座以外には�
　使用しません�

『講座名』�郵便番号�

○ 往復ハガキのみでの受付となります。�
　 右記記入例を参考にしてください。�
○ 各種講座ごとに申し込みの期限が異なります�
　 ので、ご注意ください。�
　 （申込み期限は各講座紹介の欄に記載されて�
　 　います。）�
○ 町内在住・在勤の方が優先になります。�
○ 申込み多数の場合は抽選となります。�
○ 結果と詳細は返信用ハガキにてご連絡します。�
�
�
※ 手作り講座は受講料として、一講座につき一律1,000円がかかります。講座の初日にお支払いください。�
 （講座によって保険料が必要な講座があります。）�

※ 教養講座は受講料無料ですが、材料費等が必要となります。�
※ 材料が必要となる講座は講師が前もって準備します。欠席の場合も材料費の支払いをお願いします。�

※ 講座の日程等は都合により変更することがあります。その際は連絡をします。�

※ 受講者が５名に満たない場合、その講座は開講しませんのでご了承ください。�

教室名／講師� 日程／会場� 内　　　容� 参加対象／募集定員� 費　　用� 申込期限� 持ち物／その他�

�

�
基礎から学ぶ��

フラワーアレンジメント�

講師　飯塚　政恵�

�

�

手まり教室�

講師　齋藤　梅子�

�
 ６月19日（火） ７月24日（火） 
 ８月21日（火） ９月11日（火） 
 10月23日（火） 11月20日（火）�
 12月18日（火） １月22日（火）�
 ２月19日（火） ３月25日（火）�

【全10回】�
午後7：00～9：00��
文化センター　工芸実習室�

�
 ７月13日（金） ８月３日（金）�
 ８月31日（金） ９月７日（金）�

【全４回】�
※９月15日（土）～17日（月）��
　研修室にて展示会��
��
午後1：30～3：30��
文化センター　研修室　ほか�

�
季節の花を使って素敵な��
フラワーアレンジを作って�
みませんか。�

�
華やかでかわいい手まりづ
くりに挑戦しませんか。��
��
最後に出来上がった作品を
展示会で発表しましょう。�

�
どなたでも�
��

15名　程度�
��
（ただし、夜間の講座の
ため、中学生以下のお子
さんが受講を希望され
る場合には、保護者の付
添いをお願いします）�

�
�
�

どなたでも�
�

15名　程度�

�
受講無料�

��
ただし、花材料
として��

�
1回につき
1,500円程度�

�
受講無料�
�

ただし、材料費
として��

�
1,500円程度�

�
�

６月８日（金）�
�

必　　着�
�

往復はがき�

�
�

６月11日（月）�
��

必　　着�
��

往復はがき�

�
�

花ばさみ�
筆記用具�
新聞紙�
��

【必要に応じて�
お知らせします】�

�
�
�
�

裁縫道具�
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■教育委員会生涯学習室
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�
ビーズアクセサリー�

�
15人　成人�

�
 ６ / 21 (木) 必着 
�

1,500円程度�
（1回につき）�

�
７/３・10　（火）　【全２回】　10：00～12：00　《研修室》�

�
リフレ体操　夜の部� 10人�

どなたでも�

�
 ６ / 22 (金) 必着�

�
な　し�

�
７/４・11・25　８/８・22　(水)　【全５回】　19：00～21：00　《和室》�

�
リフレ体操　昼間の部� 10人�

どなたでも�

�
 ６ / 25 (月) 必着�

�
な　し�

�
７/６・20　８/３・24(金)　【全４回】　10：00～12：00　《和室》�

�
初級中国語�

�
10人　成人�

�
 ６ / 25 (月) 必着�教本代として�

1,365円�
７/７・14・21・28　８/４・11・18・25　９/１・８　(土)　【全10回】�
10：00～12：00　《視聴覚室》�

�
油彩画教室� 20人�

15歳～�

�
 ６ / 25 (月) 必着�

�
画材道具費�７/７・21　８/４・18　９/１・15・29　10/20　11/17　12/1・15　　�

１/19　(土)　【全12回】　14：00～16：00　《工芸実習室》�

�
美しいゆかたの着方Ⅰ� 10人�

高校生以上女性�

�
 ６ / 26 (火) 必着�

�
な　し�

�
７/８　（日）　【全１回】　13：30～15：30　《リハーサル室》�

�
陶芸教室� 15人　成人�

（町民）�

�
 ７ / ２ (月) 必着�

�
1,000円�７/14　（土）　29　（日）　８/11　（土）　26　（日）　【全４回】�

13：00～17：00　《工芸実習室》�

�
やさしい草木染め� 15人�

どなたでも�

�
 ７ / ６ (金) 必着�500～1,000円�

(1回につき）�
７/19　８/２・16　９/６・20　(木)　【全５回】　�
10：00～12：00　保健センター　調理室�

�
美しいゆかたの着方Ⅱ� 10人�

高校生以上女性�

�
 ７ / 10 (火) 必着�

�
な　し�

�
７/22　（日）　【全１回】　13：30～15：30　《和室》�

�
みんなで楽しく折り紙手芸� 10人�

小学5年生以上�

�
 ７ / 12 (木) 必着�

�
1,000円�７/24　（火）　8/2・9・16・23　（木）　【全５回】　�

10：00～12：00　《工芸実習室》�

�
ハーブ＆アロマ《夏の香り》� 12人�

成人女性�

�
 ７ / 17 (火) 必着�1,000～2,000円�

（1回につき）�
７/28　８/25　　９/22　10/27　(土)　【全４回】�
13：30～15：30《工芸実習室》�

�
美しいゆかたの着方Ⅲ� 10人�

高校生以上女性�

�
 ７ / 23 (月) 必着�

�
な　し�

�
８/４　（土）　【全1回】　　13：30～15：30　《和室》�

�
着物リフォーム教室�

�
15人　成人�

�
 ８ / ９ (木) 必着�

�
300円程度�８/21・28　９/４・11　(火)　【全４回】　�

13：30～15：30　《工芸実習室》�

�
護身術教室� 50人�

どなたでも�

�
 ７ / 13 (金) 必着�300円程度�

(保険料として)
７/26・８/２・９　(木)　【全３回】　�
19：00～21：00　《社会体育館柔道場》�

�
グラスアート�
～新感覚ステンドグラス～�

�
10人　成人�

�
 ８ / 24 (金) 必着�1,000～2,000円�

（1回につき）�

�
９/６・13・20　(木)　【全３回】　10：00～12：00　《工芸実習室》�

�
ライフプランセミナー�

�
20人　成人�

�
 ８ / 27 (月) 必着�

�
な　し�９/８・22　10/13・27　11/24　12/8　(土)　【全６回】�

10：00～12：00　《研修室　他》�

�
花で作るアクセサリー教室�

�
10人　成人�

�
 ８ / 30 (木) 必着�

�
2,800円�

�
９/11　10/２・16　(火)　【全３回】　10：00～12：00　《工芸実習室》�

�
地粉で作って食べる�
手打ちうどんの会�

10人�
親子で参加可能�

�
 11 / ５ (月) 必着�500円程度�

(材料費と保険料として)

�
11/17　(土)　【全１回】　９：00～12：00　《保健センター　調理室》�

�
ハーブ＆アロマ《冬の香り》� 12人�

成人女性�
1,000～2,000円�
（1回につき）�

11/24　12/22　1/26　2/23　(土)　【全４回】　�
13：30～15：30　《工芸実習室》�

�
手作りこんにゃく講座� 10人�

親子で参加可能�

�
 12 / ３ (月) 必着�500円程度�

(材料費と保険料として)

�
12/15　(土)　【全１回】　９：00～12：00　《保健センター　調理室》�

�
やさしい茶道教室� 15人�

どなたでも�

�
 １ / ７ (月) 必着�

�
1,000円�

�
１/19　２/２・16　(土)　【全３回】　10：00～11：30　《和室》�

�
針と糸で編む�
　ビーズステッチ教室�

�
20人　成人�

�
 １ / 25 (金) 必着�1,000円～2,000円�

(1作品につき)

�
２/７・14・21　(木)　【全３回】　10：00～12：00　《研修室》�

ポリマークレイで�
オリジナル　ペンダント・�
チャーム作り�

�
10人　成人�

�
 ２ / 28 (木) 必着�

�
2,000円�

�
３/11・18　(火)　【全２回】　10：00～12：00　《工芸実習室》�

教　室　名� 募集定員・参加対象� 申込期限�費　　用�日　程　・　会　場�

�
 11 / 12 (月) 必着�

よしおか手作り講座では、「自分
の知識や特技をいかして、講座を開
催してみたい!!!」と公募で集まった
講師が、様々なジャンルの教室を開
催します。講師自らが、企画・運営
する「よしおか手作り講座」にぜひ
皆さんも参加してみませんか。
お待ちしています。
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内　容� 場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�内　容�

親子の�
ふれあい体操�

ポ 　 リ 　 オ �

わくわくあそび�

子育てサークル�

母 乳 相 談�

保健センター�

保健センター�

保健センター�

保健センター�
（ふれあいコーナー）�

保健センター�
（授乳室・計測室）�

  0歳～1歳6ヵ月未満児と保護者� 親子のふれあいを大切に、楽しみながら体操をします�
申込みは不要、都合の良いときに参加して下さい�

母子手帳　記入済みの予診票（すこやか手帳内）�
※体温測定は接種会場で行います�

就学前に必要な集団あそびやリズム遊びをします�
申込みは不要、都合の良いときに参加して下さい�

お母さんの仲間作り　身長・体重測定は自由にできます�
ベビービクスも一緒に行います�
　持ち物：母子手帳�

相談内容は、助産師による母乳に関する相
談、乳房マッサージ、家族計画となります�
身長・体重測定もできます�
　持ち物：母子手帳、タオル3枚�

　生後3ヵ月～90ヵ月未満　2回�

　1歳6ヵ月～未就学児と保護者�

　平成18年10月、11月生まれ�

　乳幼児をもつ親子、家族�

　７月17日(火）�
　時間　午前10：00～11：00

　７月11日(水）�
　受付　午後１：00～１：30

乳 児 健 診�

パパ・ママ学級�

保健センター� 母子手帳　記入済みのアンケート（すこやか手帳内）�
歯ブラシ（10～11カ月児）�

　平成18年8月、�
　　　　　　平成19年3月生まれ�

　７月 ３日(火）�
　受付　午後１：00～１：30

１歳６ヵ月児健診� 保健センター� 母子手帳　記入済みのアンケート（すこやか手帳内）�
歯ブラシ�

　平成17年12月、�
　　　　　　平成18年1月生まれ�

　７月10日(火）�
　受付　午後１：00～１：30

　７月24日(火）�
　時間　午前10：00～11：00

　７月 ８日(日）�
　時間　午後１：30～４：30

　７月26日(木）�
　受付　午前10：00～10：15

マタニティー学級�

保健センター�

�
�
希望者は、電話にて受講日の7日前までに
お申込み下さい�
ご都合がつきましたら、両学級ともセット
でご参加下さい�

　分娩予定日�
　平成19年10月～平成20年1月の�
　妊婦とその家族�

　６月28日(木）�
　時間　午後１：15～４：30�

　７月 ５日(木）�
　時間　午後１：15～４：30

　７月26日(木）�
　受付　午前10：00～10：45

場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
２
年

間
、
健
診
や
通
知
の
配
布
な
ど
母

子
保
健
事
業
で
お
手
伝
い
い
た
だ

く
母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
が
決
ま

り
ま
し
た
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
に
お
伺
い
し
ま
す
。
気
軽
に
声

を
か
け
て
下
さ
い
。

母
子
保
健
推
進
員
の
活
動

・
乳
児
質
問
票
の
回
収
（
第
２
子

以
降
の
お
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
伺

い
ま
す
。）

・
３
歳
児
健
診
の
通
知
配
布

・
乳
幼
児
健
診
の
お
手
伝
い

・
そ
の
他
、
保
健
事
業
に
つ
い
て

の
相
談
役
な
ど

母
子
保
健
推
進
員
名
簿
（
任
期
平

成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年

３
月
31
日
）

【
１
区
】
大
林
キ
ミ
江
、
今
井
衣

代【
２
区
】
山
口
惠
美
子
、
長
島
洋

子
、
森
田
桃
代

【
３
区
】
掛
川
絹
子
、
荒
木
加
代

子【
４
区
】
黒
岩
弘
子
、
宗
形
亜
矢

子
、
羽
鳥
美
晴
、
永
井
緑
、
渡
辺

え
り
子
、
永
田
千
代
美

【
５
区
】
中
市
宜
代
、
荒
巻
和
江
、

長
谷
川
恭
江

【
６
区
】
相
馬
美
智
子
、
石
関
惠

美
、
大
沢
静
枝

【
７
区
】
岡
田
ひ
と
み

【
８
区
】
今
井
桂
子
、
樺
澤
英
子

【
９
区
】
高
野
絹
子
、
群
馬
紀
子
、

飯
塚
康
子

【
10
区
】
小
渕
敬
子
、
花
岡
光
枝
、

増
田
志
津
子

【
11
区
】
峯
岸
里
奈
、
草
間
て
る

み【
12
区
】
平
方
喜
美
江
、
福
田
千

代
子

【
13
区
】
大
山
澄
恵
、
松
岡
ハ
ツ

エ

■保健センター内
健康づくり室
54ー7744
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一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ

Ｇ
ボ
ー
イ
ズ
冬
戦
争

果
断

小
袖
日
記

な
か
な
か
い
い
生
き
方

し
ず
く

ダ
ヤ
ン
、
タ
シ
ル
に
帰
る

ク
ロ
ニ
ク
ル
千
古
の
闇
３

ぶ
す

ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
　
１
〜
８
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

鬼
平
犯
科
帳
　
　
　
　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
の
宝
島
（
ビ
デ
オ
）

よ
い
こ
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
＆
特
撮
ソ
ン
グ
集
（
Ｃ
Ｄ
）

seaso
n
s
co
lo
u
rs

（
Ｃ
Ｄ
）

人気乗り物大集合

■吉岡町図書館　
(文化センター内)

54ー6767

http://www.library.yoshioka.gunma.jp/

パ
ッ
チ
ン
★
ど
め
子
ち
ゃ
ん

期　日 ７月22日（日）

時　間 開場　午後１時　　開演　午後１時30分

会　場 吉岡町文化センター・ホール

公　演 劇団うりんこ

演　目 「だってだってのおばあさん」70分

入場料 無料

整理券 ６月16日（土）から７月21日（土）まで教育

委員会・文化センター・図書館窓口で配布

●休館日
６／４(月)・11(月)・18(月)・25(月)・28日(木）
７／２(月)図書館

わらべの会の読み聞かせ

毎週土曜日　午後２時～　

パネルシアター
６月13日・27日(水)
午前10時～／午前10時30分～

お知らせ



▼
そ
の
他

女
子
更
衣
室
の
管

理
・
受
付
業
務
の
た
め
、
女
性
も

若
干
名
募
集
し
ま
す
。

▼
詳
細
・
問
合
せ
先

教
育
委
員

会
事
務
局
生
涯
学
習
室
　
54
・
０

０
４
４

第
37
回
吉
岡
町
武
道
大
会
（
柔
道

の
部
）

▼
期
日

６
月
17
日
（
日
）

▼
時
間

開
会
　
午
前
９
時

▼
場
所

社
会
体
育
館
柔
道
場

▼
対
象

町
内
在
住
・
在
勤
柔
道

愛
好
者

▼
種
目

個
人
戦
・
小
学
生

（
低
・
高
）
中
学
生
（
低
・
高
）

高
校
一
般

▼
申
込
期
限

６
月
13
日
（
水
）

▼
問
合
せ
先

体
協
柔
道
部
　
部

長
　
春
山
和
彦
　
54
・
２
７
０
７

第
34
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
期
日

７
月
８
日
（
日
）

▼
時
間

開
会
　
午
前
８
時

▼
場
所

緑
地
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド

▼
主
将
会
議

６
月
29
日（
金
）午

後
７
時
30
分
　
役
場
２
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先

体
協
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
　
部
長
　
片
貝
佳
之
　
54
・

２
７
８
４

第
36
回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▼
期
日

７
月
15
日
（
日
）

▼
時
間

開
会
　
午
前
９
時

▼
場
所

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象

町
内
在
住
・
在
勤
者

（
中
学
生
以
上
）

▼
申
込
期
限

６
月
29
日
（
金
）

▼
問
合
せ
先

体
協
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部

部
長

近
藤
英
次
　
54
・
３

６
５
３

第
49
回
町
民
野
球
大
会

▼
期
日

７
月
22
日
（
日
）

決
勝
７
月
29
日
（
日
）

予
備
日
８
月
５
日
（
日
）

▼
時
間

開
会
式
（
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
午
前
７
時
30
分
　
試
合
開

始
午
前
８
時

▼
場
所

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
八

幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
主
将
会
議

７
月
６
日（
金
）午

後
７
時
30
分
　
役
場
２
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務

局
生
涯
学
習
室
　
54
・
０
０
４
４

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

吉
岡
町
歩
こ
う
会
で
は
、
町
民

■教育委員会生涯学習室
54ー0044

町
民
プ
ー
ル

監
視
員
・
補
助
員
の
募
集

▼
採
用
期
間

７
月
24
日(

火)

〜

８
月
26
日(

日)

（
予
定
）

▼
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

▼
募
集
人
員

若
干
名(

高
校
生
以

上)▼
申
込
方
法
　
６
月
18
日(

月)

ま

で
に
履
歴
書
を
教
育
委
員
会
事
務

局
生
涯
学
習
室
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い(

郵
送
も
可)

。
郵
送
の
場
合

の
宛
先
は
左
記
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

〒370-3692

吉
岡
町
下
野
田
５
６
０�

教
育
委
員
会
事
務
局�

　
生
涯
学
習
室 

宛�

　
　
　
　
　
　
　
　
履
歴
書
在
中�

ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
美

し
い
大
自
然
の
中
を
、
楽
し
く
散

策
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日

７
月
８
日
（
日
）

▼
場
所

尾
瀬
ヶ
原

▼
定
員

50
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

２，

５
０
０
円
（
バ

ス
代
・
保
険
代
）

▼
集
合
時
間

午
前
５
時
30
分

出
発
６
時

▼
集
合
場
所

役
場
北
駐
車
場

▼
申
込
方
法

６
月
29
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
教
育
委
員
会

事
務
局
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で

受
付
開
始
。
参
加
費
を
添
え
て
お

申
込
み
下
さ
い
。

※
申
込
者
１
人
に
つ
き
２
人
分
ま

で
申
込
で
き
ま
す
。

※
申
込
後
の
返
金
は
で
き
ま
せ

ん
。

▼
問
合
せ
先

歩
こ
う
会
　
会
長

小
林
茂
春
　
54
・
３
２
７
８

甲
種
防
火
管
理
新
規

講
習防火

管
理
者
は
、
消
防
法

に
も
と
づ
き
事
業
所
な
ど
の

用
途
、
規
模
、
収
容
人
員
な
ど

に
よ
り
必
要
に
な
り
ま
す
。

防
火
管
理
者
が
必
要
と
な
る

事
業
所
な
ど
で
資
格
者
の
い

な
い
事
業
所
な
ど
は
、
必
ず

受
講
し
て
資
格
を
取
得
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

７
月
11
日(

水)

・

12
日(

木)

▼
時
間

午
前
９
時
15
分
〜

午
後
４
時
30
分

▼
場
所

群
馬
県
消
防
学
校

(

前
橋
市
田
口
町
１
４
７
３

番
地)

▼
定
員

１
０
０
人(

定
員

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す)

▼
受
講
料

３
’５
０
０
円

(

教
材
費
等)

▼
申
込
期
間

６
月
21
日

(

木)

〜
28
日(

木)

午
前
９
時

〜
午
後
５
時(

土
・
日
曜
日

を
除
く)

▼
申
込
方
法

受
講
申
請
用

紙(

消
防
本
部
で
配
布)

に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料

講
　
習�

182007.６



７
月
20
日(

金)

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

▼
申
込
用
紙
配
布
場
所

役
場
町
民
生
活
課
生
活
環
境
室

社
会
福
祉
協
議
会

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課

生
活
環
境
室
　
54
・
３
１
１
１

（
内
線
１
４
４
）
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を
添
え
て
消
防
本
部
予
防
課
へ
申

込
み(

郵
送
不
可)

。

▼
問
合
せ
先

渋
川
広
域
消
防
本

部
予
防
課
　
　
25
・
４
１
９
３

「
高
齢
者
し
あ
わ
せ
ド
ラ
イ

ブ
１
０
０
」
参
加
者
募
集

県
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

を
防
止
し
、
交
通
安
全
の
普
及
啓

発
を
図
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
五
人
一
組
で
、
９
月
１
日

〜
12
月
９
日
の
１
０
０
日
間
無
事

故
無
違
反
を
目
指
す
、
交
通
安
全

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象

県
内
に
居
住
す
る
65
歳

以
上
の
、
日
常
的
に
自
動
車
を
利

用
す
る
５
人
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル

ー
プ

▼
内
容

参
加
団
体
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
県
が
開
催
す
る
交
通
安
全
教

室
を
受
講
し
、
構
成
員
に
交
通
安

全
の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。
期

間
中
、
無
事
故
無
違
反
を
達
成
し

た
人
全
員
に
無
事
故
無
違
反
達
成

証
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
抽
選
で
15

組
に
「
県
内
温
泉
旅
館
宿
泊
券
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
費
用

無
料

▼
申
込
期
間

６
月
１
日(

金)

〜

募
　
集�

内　　　科� 外　　　科� 耳　鼻　科� 歯　　　科�

10�

17�

24�

１�

８�

６�

７�

月�日�

奈良内科医院�
（渋　川）25-1155  

神山内科医院�
（渋　川）22-2181  

阿部医院�
（八木原）25-1211  

岡本内科クリニック�
（吉岡町）20-5353  

船曳医院�
（中　郷）53-2530  

赤城開成クリニック�
（赤城町）20-6500  

井口医院�
（金　井）25-1100  

めぐみこどもクリニック�
（行幸田）30-2022  

井野整形外科リハビリ内科�
（吉岡町）30-5255  

高井医院�
（渋　川）22-0076  

斉藤医院�
（中　郷）53-5558  

桜井医院�
（渋　川）22-2360  

星野歯科クリニック�
（行幸田）22-0232  

駒寄歯科クリニック�
（吉岡町）30-5500  

山川歯科医院�
（渋　川）22-0260  

さいとう歯科医院�
（北　牧）53-5454  

みゆきだ内科医院�
（行幸田）60-6070  

佐藤医院�
（北橘町）52-3003  

斎藤内科外科クリニック�
（金　井）22-1678  

川島医院�
（渋　川）22-2421  

川島医院�
（渋　川）22-2421  

しまむら歯科医院�
（八木原）20-1182  

iモード検索�
http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm

※変更になっている場合がありますので、医院へ確認してからお出かけください。 ※耳鼻科は診療時間が正午までです。�

平成19年６月～７月分�■休日当番医

◎渋川地区消防本部救急病院等案内テレホンサービス　 23-0099 ◎夜間急患診療所（午後７時～午後11時 年中無休） 23-8899
◎「医療情報検索システム」をご利用ください。 パソコンhttp://search.gunma.med.or.jp/gen/ iモードhttp://search.gunma.med.or.jp /imode/

献
血
の
お
知
ら
せ

〜
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

▼
期
日

６
月
13
日(

水)

▼
時
間

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼
会
場

吉
岡
町
役
場
に
て
実
施

※
平
成
18
年
10
月
１
日
よ
り
、
献

血
手
帳
が
献
血
カ
ー
ド
に
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、献
血
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課

54
・
３
１
１
１（
内
線
１
４
６
）

　役場正面玄関に「AED」�
（自動体外式除細動器）が�
配備されました。�
　このAEDは日赤募金の
一部を財源として設置され
たものです。万が一の時に
は安心ですね。�



▼
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

渋
川
市
西
庁
舎

▼
申
込
方
法

相
談
室
に
直
接
、

も
し
く
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受

付
け
ま
す
。
相
談
室
は
月
〜
金
曜

日
の
９
時
〜
５
時
ま
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

渋
川
広
域
障
害
福

祉
な
ん
で
も
相
談
室
　
〒
３
７
７

―
０
０
０
７
　
渋
川
市
石
原
80

渋
川
市
西
庁
舎
　
　
30
・
０
２
９

４
　
　
30
・
０
３
２
２

※
こ
の
相
談
室
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

渋
川
広
域
障
害
福
祉
事
業
者
協
議

会
」
が
、
渋
川
市
・
榛
東
村
・
吉

岡
町
の
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

202007.６

福
　
祉�

障
害
者
自
立
支
援
緊
急

対
策
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の
円
滑
な

施
行
を
図
る
た
め
、
緊
急
的
・
経

過
的
（
平
成
20
年
度
ま
で
）
な
対

策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
利

用
者
負
担
に
か
か
る
部
分
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

国
の
対
策

・
在
宅
・
通
所
利
用
の
場
合
、
負

担
上
限
額
を
４
分
の
１
に
引
き
下

げ
。（
資
産
要
件
あ
り
。
障
害
児

も
同
様
）

・
障
害
児
に
つ
い
て
は
、
入
所
施

設
を
利
用
す
る
場
合
、
負
担
上
限

額
を
２
分
の
１
と
す
る
軽
減
措
置

の
対
象
を
、
所
得
割
10
万
円
未
満

（
収
入
約
６
０
０
万
円
未
満
相
当
）

ま
で
拡
大
。

・
入
所
施
設
利
用
の
場
合
、
工
賃

が
28.

８
万
円
ま
で
手
元
に
残
る

よ
う
控
除
。（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム
で
も
同
様
。）

群
馬
県
の
対
策

・
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
通
所

施
設
利
用
者
を
対
象
に
、
国
の
改

善
後
か
ら
さ
ら
に
負
担
上
限
額
を

２
分
の
１
引
き
下
げ
。

・
通
所
施
設
利
用
者
（
資
産
要
件

あ
り
）
を
対
象
に
、
食
費
負
担

（
６
５
０
円
）
の
う
ち
人
件
費
分

（
４
２
０
円
）
の
２
分
の
１
を
支

援
。

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
の
利
用
者
を
対
象
に
、
１
ヵ
月

１
万
円
を
超
え
る
家
賃
額
の
２
分

の
１
を
支
援
（
上
限
７
’５
０
０

円
）

・
20
歳
未
満
の
障
害
児
施
設
利
用

児
の
保
護
者
を
対
象
に
、
入
所
施

設
に
お
け
る
負
担
上
限
額
を
引
き

下
げ
、
そ
れ
を
超
え
る
額
お
よ
び

食
光
熱
水
費
を
支
援
。
ま
た
、
通

園
施
設
に
お
け
る
食
費
負
担
を
支

援
。

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
室
　
　
54
・
３
１
１

１
（
内
線
４
１
５
）

渋
川
広
域
障
害
福
祉

な
ん
で
も
相
談
室

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
に
障

害
の
あ
る
方
や
、
そ
の
家
族
な
ど

が
抱
え
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
相
談
や
必

要
な
情
報
の
提
供
を
す
る
「
障
害

福
祉
な
ん
で
も
相
談
室
」
が
あ
り

ま
す
。
だ
れ
で
も
安
心
し
て
相
談

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日

火
・
水
・
金
曜
日

　５月10日のえくぼクラブで、劇団「貝の火」を
迎え人形劇を楽しみました。今回は「なかよし」
と「ブレーメンの音楽隊」の２本立てでしたが、
なかでも「ブレーメンの音楽隊」は、舞台装置が
回転したり影絵があったりして、３人だけで演じ
ているとは思えないものでした。�
　音楽に合わせ手拍子したりして、親子で人形劇
を楽しみました。�

■児童館

５日（火）�

12日（火）�

15日（金）�

16日（土）�

18日（月）�

23日（土）�

25日（月）�

６月� 午前  10:30～�

午前  10:30～�

10:30～17:00�

10:30～14:30�

午後   ４:00～�

10:30～14:30�

午後   ４:00～�

０、１才児あつまれ�

２、３才児あつまれ�

父の日のプレゼント仕上がり日�

�

みんなでつくろう！�

リサイクルの日�

「彦星と織姫」�
「雨を降らせる子熊くん」�

５/25に参加された方は�
とりに来てください。�

映画会�

■開館時間�
月～金曜日　午前10時～午後５時�
土曜日　　　午前10時～午後３時�

★英語あそび　午前 10時30分～�
　６月８日・15日（金）  ７月６日（金）�

★えくぼクラブ�
　６月22日（金）移動児童館（太田こどもの国児童館）�

北庁舎�西庁�
舎�

市役所駐車場�
渋川本庁舎�

至
伊
香
保�

至
渋
川
駅�

市役所道り�

なんでも相談室�

地  図�



平成19年�
５月１日�

人口�

男�

女�

世帯�

18,624人�

9,185人�

9,439人�

6,098戸�

（＋34）�

（＋20）�

（＋14）�

（＋22）�

（　）は前月との増減数�

吉岡町�渋川署管内�

発生件数�

死者数�

傷者数�

71件�

０人�

92人�

356件�

１人�

470人�

平成19年１月１日～４月末日�

■まちの電話帳

■人の動き

■交通事故

役　　　場…………54‐3111�
保健センター………54‐7744�
教育委員会………54‐0044�
文化センター………54‐1161�
図　書　館…………54‐6767�
児　童　館…………20‐5960�
老人福祉センター…54‐3603�
リバートピア吉岡…55‐4126�
緑 地 運 動 公 園…54‐1221

相

談

会
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◆
人
権
相
談

▼
期
日

７
月
３
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会

議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課

福
祉
室

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
５
２)

◆
行
政
相
談

▼
期
日

６
月
19
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会

議
室

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
３)

◆
心
配
ご
と
相
談
会

▼
期
日

６
月
19
日(

火)

、
７
月

３
日(

火)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会

11日（月）開　会（提案、質疑）�
14日（木）再会日（一般質問）�
15日（金）最終日（討論、表決）�

６�６�
問合せ先  役場議会事務局　　54・3111（内線300）�

　手続きは簡単です。当日、傍聴人受付簿に住所・氏名を記入してください。�
　議会を傍聴することは、町政を知る良い機会です。どうぞお気軽にお越しください。�
�

※日程が変更になる�
　場合があります。�

議
室

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

54
･
３
９
３
０

◆
こ
こ
ろ
の
相
談

▼
期
日

６
月
５
日(

火)

、
７
月

３
日(

火)

▼
受
付
時
間

午
後
１
時
〜
３
時

▼
会
場

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

▼
申
込
方
法

電
話
予
約

▼
問
合
せ
先

渋
川
保
健
福
祉
事

務
所
保
健
係
　
　
22
･
４
１
６
６

▼
料
金

４
’０
０
０
円
〜

１
８
’０
０
０
円

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
２
１)

■６月のごみ収集

西部地区 第１区～７区� 東部地区 第８区～13区�

カートリッジガスボンベ・スプレー缶などは、必ず穴をあけて出してください。�

収集するゴミ／ビン類（無色透明ビン・茶色ビン・その他のビン）、ペットボトル�
※キャップは、はずし洗って出してください。�
※割れビンは不燃ごみに出してください。�

水曜日�６月６日・20日　７月４日�

水曜日�６月13日・27日　７月11日�

家電リサイクル法によりエアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機は回収しません。�
パソコンリサイクル法によりパソコンは回収しません。�

水曜日�７月４日�
午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30

児童館（10区）�
陣場集落センター（７区）�

月曜日�
６月４日・11日・18日・25日�
７月２日・ ９日�

火曜日�
６月５日・12日・19日・26日�
７月３日・10日�

木曜日�
６月７日・14日・21日・28日�
７月５日・12日�

金曜日�
６月８日・15日・22日・29日�
７月６日・13日�

燃える�
ごみ�

燃えない�
ごみ�

分別ごみ�

粗大ごみ�

※月曜日は祝日でも、ゴミの収集をします。※ゴミを出すときは、指定袋で決めら�
れた日の朝８時までに決められた場所へ出してください。�

江
戸
褄
紹
介

吉
岡
町
生
活
改
善
会
で
は
、
江

戸
褄
、
喪
服
、
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

衣
装
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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・メッセージ�八木　陽奏 ちゃん�
　　　和奏 ちゃん�

平成17年２月27日生まれ�

平成18年７月18日生まれ�

健裕さん 寛子さんの長女・２女（第８区）�

はるか�

わかな� 毎日が演奏会のような我が�
家だけど、姉妹で仲良く、�
元気に育ってね。�

※このコーナーでは、２歳以下のお子さんを紹介します。�
　写真とメッセージを添え総務政策課庶務行政室までお寄せください。�

受
賞
に
つ
い
て
「
な
ぜ
、
私
が
・
・
・
と

最
初
は
思
い
ま
し
た
。」
と
話
す
齋
藤
さ
ん
。

非
行
に
対
す
る
思
い
か
ら
矯
正
業
務
の
道

に
進
み
、
前
橋
市
岩
神
町
の
少
年
鑑
別
所
、

千
葉
県
、
茨
城
県
の
少
年
院
に
勤
務
。
そ
の

後
、
群
馬
県
内
で
３
箇
所
目
の
職
場
と
な
っ

た
榛
名
女
子
学
園
（
榛
東
村
）
に
て
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

―
特
殊
な
環
境
に
お
か
れ
た
子
ど
も
た
ち

を
正
し
い
方
向
へ
と
導
く
―
た
め
に
は
、
子

ど
も
た
ち
と
厳
し
く
向
き
合
う
反
面
愛
情
を

注
ぎ
つ
つ
、
他
方
職
員
間
の
協
力
体
制
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
す
べ
て
に
お
い
て
、
目
配

り
、
気
配
り
、
心
配
り
の
信
念
で
奮
起
す
る

毎
日
で
し
た
。「
職
務
に
忠
実
に
教
育
を
し

よ
う
、と
い
う
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
。

先
輩
方
の
ご
指
導
と
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
の
受
章
で
す
。」
と
穏
や
か
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

岸
さ
ん
が
篤
志
面
接
委
員
の
活
動
を
始
め

た
の
は
、
24
歳
の
時
。
母
親
の
吉
沢
八
重
子
さ

ん
と
一
緒
に
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、

10
年
前
に
八
重
子
さ
ん
は
他
界
。
そ
の
後
も

活
動
を
続
け
、今
年
で
34
年
に
な
り
ま
し
た
。

岸
さ
ん
の
お
稽
古
は
、
季
節
の
花
や
、
掛

軸
、
茶
碗
の
話
な
ど
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
話
を
聞
い
て
い
る
中
で
、
今
ま

で
見
過
ご
し
て
き
た
身
の
回
り
の
小
さ
な
事

柄
に
気
づ
き
、
興
味
を
も
っ
て
次
第
に
お
稽

古
の
時
間
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
感
じ
と
る
心
が
芽
生
え
、
自

分
を
取
り
も
ど
す
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

岸
さ
ん
は
、「
指
導
す
る
子
ど
も
た
ち
は

変
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
で
、
伝
統
的
な
事
柄
の
よ
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
。」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

下野田在住。法務教官として38年勤務した功績により、平成
19年度春の叙勲で“瑞宝単光章”を受章。長きにわたる教官人
生について、お話を伺いました。

下野田在住。篤志面接委員として、少年院にて34年間お茶の指
導（更正）にあたる。その功績により、平成19年度春の褒章で
“藍綬褒章”を受章。今後の抱負などを伺いました。


